
「
岡
目
一
目
」

　
「
戦
争
だ
」
と
宣
戦
布
告
を

し
た
の
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

方
か
ら
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
と

は
最
初
か
ら
ケ
ン
カ
腰
。
昔
の

大
本
営
陸
海
軍
部
発
表
な
ら

「
本
未
明
、
米
本
土
に
お
い
て

戦
闘
状
態
に
入
れ
り
」
か
。

　

共
同
記
者
会
見
で
は
質
問
を

無
視
し
、
言
い
た
い
こ
と
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
い
う「
つ
ぶ
や
き
」

で
発
信
す
る
。
会
見
場
に
入
れ

な
い
社
も
。
こ
れ
に
対
し
て
支

持
す
る
国
民
も
多
く
、
株
な
ど

も
高
く
始
ま
っ
た
が
？

　
「
あ
ん
さ
ま
、
そ
ら
ち
ょ
っ

と
え
ら
い
ぜ
な
」
と
言
う
役
の

メ
デ
ィ
ア
の
方
が
今
は
押
さ
れ

気
味
。
な
に
し
ろ
、
当
初
ト
ラ

ン
プ
勝
利
を
予
想
し
て
報
道
し

て
い
た
社
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
選
挙
報
道
と
し
て
は
打
ち

ま
ち
が
い
。
そ
れ
や
こ
れ
や
で

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
叫
ぶ
「
偽

ニ
ュ
ー
ス
」
と
。

　

司
法
、
行
政
、
立
法
に
も
う

一
つ
「
マ
ス
コ
ミ
」
を
加
え
て

四
権
分
立
と
い
う
人
も
い
る
。

今
や
権
力
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
マ
ス
コ

ミ
。
各
社
も
、
時
に
は
誤
報
で

ト
ッ
プ
の
首
が
飛
ぶ
ほ
ど
の
反

省
を
し
て
、
必
死
に
民
主
主
義

を
守
ろ
う
と
し
て
き
た
。

　

本
当
に
「
ペ
ン
は
剣
よ
り
強

い
」
の
か
？
世
界
が
見
守
っ
て

い
る
。

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

～高山の文化を一緒に支えてください～

高山市文化協会 会員募集

　高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に関する事
業を実施し、会員の皆様とともに地域の文化振興と発展に寄
与することを目的として設立されている一般社団法人です。
　ぜひご入会していただき、高山の文化を応援してください。

◆入会資格　どなたでもご入会いただけます。
◆年会費　個人3,000円、団体6,000円、
　　　　　賛助（企業）10,000円
◆特典①　毎月発行する広報「高山の文化」を郵送します。
◆特典②　高山メセナメイトと同様の会員資格（チケット優待、メ
　　　　　セナメイトツアーへの参加、年４回のメセナメイト会
　　　　　報の送付）が得られます。なお、団体会員は２名分、
　　　　　賛助会員は３名分の会員資格を有します。
◆特典③　団体会員は、発表会などの告知や団体の紹介記
　　　　　事などの掲載及び、Hit's FMでの広報を行うこ
　　　　　とが出来ます（要申込）また、毎年６月頃に開催
　　　　　する「高山文化フォーラム」へ参加いただけます。
◆特典④　会員のみ参加できる研修旅行や講演会などが有ります。

洋画「朝市」 小枝　利汎　F100号（162㎝×130㎝）
昭和59年に本人より寄贈
文化会館ホワイエ階段踊り場に展示

「
支
え
合
っ
て
高
山
市
の
文
化
」

平
成
二
十
九
年
度
を
迎
え
て

一
般
社
団
法
人
　
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

　

一
般
社
団
法
人　

高
山
市
文
化

協
会
の
活
動
を
順
調
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
も
、
会
員
の
皆

様
は
じ
め
市
民
の
皆
様
の
御
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
、
昨
年

度
の
事
業
も
滞
り
な
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
新
し
い

文
化
会
館
建
設
の
た
め
の
基
金
へ

寄
附
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
建
設
へ
の
一
歩
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
文
化

会
館
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
様
へ
現
状
を

説
明
し
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
市

民
総
意
の
運
動
と
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
「
高
山
祭
の
屋
台
行
事
」

が
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
の
伝

統
文
化
が
世
界
中
か
ら
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
市
主
催
の
「
飛
騨
高
山
文
化

芸
術
祭
こ
だ
ま
～
れ
２
０
１
６
」

の
開
催
は
、
高
山
市
の
新
し
い
文

化
を
広
く
発
信
し
た
事
業
と
な

り
、
極
め
て
意
義
の
深
い
一
年
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
本
年
度
は
、
質
実
と
も
に

当
協
会
の
一
般
社
団
法
人
と
し
て

の
財
政
基
盤
の
確
立
と
組
織
の
充

実
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
当
協
会
の
理

念
と
も
い
え
る
「
市
民
の
皆
様
が

身
近
に
文
学
・
音
楽
・
美
術
・
芸

能
な
ど
の
文
化
に
接
し
、参
加
し
、

楽
し
む
機
会
を
作
り
出
す
」
を
基

本
に
、
そ
れ
を
多
く
の
市
民
で
支

え
合
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
山
市
内
の
各
神
社

や
農
村
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
行
事

は
、
簡
素
化
さ
れ
、
途
絶
え
て
い

き
つ
つ
あ
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
伝
統
行
事
を
発

表
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

「
地
域
の
文
化
は
高
山
市
全
体
の

宝
物
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
の
共

有
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
海
外
へ
日
本
文
化

を
発
信
す
る
取
り
組
み
も
重
要

で
、
ア
メ
リ
カ
・
デ
ン
バ
ー
市
や
、

韓
国
・
安
東
（
ア
ン
ド
ン
）
市
に

お
け
る
伝
統
芸
能
の
発
表
も
、
地

域
間
の
文
化
を
支
え
る
交
流
と
な

り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成26年9月23日
長方形



第41回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

道
伝
え
の
日

お
茶
会
と
飾
り
物
４
月
22
日
土

　
　

23
日
日

著書の一部

【 

坪
内
流 

】

【 

飛
騨
考
古
学
会 
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

家
元 

坪
内 

喜
智
老
栄

　
「
道
伝
え
の
日　

茶
会
」
は
、

平
成
十
七
年
の
高
山
市
文
化
伝
承

館
開
館
当
初
よ
り
行
っ
て
い
る
恒

例
行
事
で
す
。

　

と
か
く
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
な
「
お
茶
」
を
、
気
軽
に
楽

し
み
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
お
り
、
広
く
市
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
余
所
行
き
の

服
を
着
て
、
桜
の
花
咲
く
城
山
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
皇
風
煎
茶
禮
式
と
宗

和
流
四
常
社
の
お
手
前
で
す
。
ま

た
併
せ
て
、一
月
に
開
催
し
た「
新

春
飾
り
物
展
」
の
優
秀
作
品
も
展

示
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　
　
　
　
（
城
山
号
砲
平
下
）

［
道
伝
え
茶
会
］

・
二
十
二
日

　

煎
茶
席　

皇
風
煎
茶
禮
式

・
二
十
三
日　

　

抹
茶
席　

宗
和
流
四
常
社

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

　
（
午
後
三
時
ま
で
に
入
席
）

○
料
金　

呈
茶
券
三
百
円
（
当
日

　

券
有
）。
文
化
会
館
及
び
市
内

　

茶
舗
に
て
販
売

［
飾
り
物
優
秀
作
品
展
］

　

干
支
「
酉
」
と
歌
会
始
の
お
題

「
野
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
入
賞
作

品
十
二
点
と
、
高
山
飾
り
物
同
好

会
の
参
考
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

○
料
金　

無
料

一
、
応
募
資
格　
　
　

　

飛
騨
三
市
一
村
に
在
住
か
在

勤
、
出
身
の
方

二
、
対
象
作
品　

　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
九
年
八
月
十
五
日
ま

で
に
創
作
ま
た
は
発
表
し
た
作
品

（
既
発
表
作
品
も
可
）

①
小
説
、
戯
曲
、
児
童
文
学
等　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
枚
以
内　

一
篇

②
随
筆
、
評
論
等　
　
　
　
　
　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

一
篇

③
現
代
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
篇

④
短
歌
、
俳
句　
　
　
　
　
　
　

十
首
（
句
）

⑤
短
歌
、
俳
句
（
高
校
生
以
下
）

五
首
（
句
）

※
必
ず
、
規
定
の
篇
（
首
・
句
）

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
超
え
て

も
不
足
し
て
も
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

三
、
応
募
方
法

　

①
自
主
応
募
②
団
体
や
結
社
等

に
よ
る
推
薦（
推
薦
用
紙
は
適
宜
）

○
応
募
作
品
に
、
小
説
・
戯
曲
・

随
筆
・
現
代
詩
な
ど
の
区
別
を
明

記
し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入

○
高
校
生
以
下
の
応
募
者
は
、
学

校
名
と
学
年
を
明
記

○
封
筒
に「
文
芸
祭
応
募
」と
記
入

○
既
発
表
作
品
の
場
合
は
、
印
刷

物
ま
た
は
コ
ピ
ー
に
よ
る
提
出
も

可○
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可

○
対
象
作
品
中
①
、
②
の
入
賞
作

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

四
、
応
募
締
切　
　

　

平
成
二
十
九
年
八
月
十
五
日

（
当
日
消
印
可
）

五
、
送
付
先　
　

　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三　

高
山
市
昭
和
町
一
丁
目
一
八
八
‐

一　
（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

メ
ー
ル
の
場
合 m

ail@
takayam

a-
bunka.org

六
、
審
査
　

　

高
山
市
文
化
協
会
文
芸
部
委
員

と
文
芸
部
門
よ
り
選
出
の
役
員
で

予
選
し
、
最
終
審
査
は
、
必
要
に

応
じ
専
門
の
方
々
を
加
え
選
考
し

ま
す

七
、
発
表　

　

十
月
中
旬
に
入
賞
者
へ
通
知
、

広
報
「
高
山
の
文
化
」
等
に
掲
載

八
、
賞
　

　

文
芸
祭
賞　

　
　

一
人　

賞
状
及
び
副
賞

　

江
夏
美
好
賞
（
小
説
の
み
）　

　
　

一
人　

賞
状
及
び
副
賞　
　

　

入
賞
（
高
山
市
長
賞
ほ
か
）　

　
　

十
人　

賞
状
及
び
副
賞　
　

　

青
竜
賞
【
高
校
生
以
下
】　　

　
　

若
干
名　

賞
状
及
び
副
賞

九
、
そ
の
他

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

十
、
問
合
先

　

高
山
市
文
化
協
会
（
℡ 

三
四

‐
六
五
五
〇
）

№ 67
父、土田吉左衛門について

土田　貢

　

代
用
教
員
時
代
、
清
見
の
大お

っ
ぱ
ら原

に
勤
め
て
い
て
、
休
み
に
な
る
と

登
り
下
り
の
激
し
い
旧
街
道
（
片

道
約
四
十
㎞
）
を
毎
回
高
山
ま
で

歩
い
て
帰
り
、
ま
た
戻
っ
た
そ
う

で
す
。
一
度
、
吹
雪
で
遭
難
し
そ

う
に
な
り
「
お
助
け
小
屋
」
で
一

晩
明
か
し
て
助
か
っ
た
話
も
聞
き

ま
し
た
。

　

父
吉
左
衛
門
は
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
高
山
市
に
生
ま
れ
、

旧
制
尋
常
小
学
校
、
高
等
小
学
校

卒
業
の
後
、
家
庭
の
事
情
で
進
学

を
諦
め
、
十
五
歳
で
代
用
教
員
の

道
を
歩
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
勉
学
の
志
高
く
、
学
校

に
勤
務
し
な
が
ら
検
定
試
験
の
勉

強
に
励
み
、
専
門
学
校
資
格
検
定

試
験
（
専
検
）
に
合
格
し
ま
し
た
。

次
に
文
部
省
教
員
検
定
試
験
（
文

検
）
に
合
格
し
た
時
は
、
三
十
歳

を
過
ぎ
て
い
て
結
婚
も
し
て
い
ま

し
た
。
夜
中
に
急
に
飛
び
起
き
て

「
寝
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
」
と

机
に
向
か
っ
た
そ
う
で
す
。
私
が

中
学
三
年
の
頃
、
父
は
「
俺
は
お

前
の
年
に
は
先
生
に
な
っ
て
年
上

の
生
徒
を
教
え
て
い
た
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　

二
十
代
の
頃
、
国
語
辞
典
や
ア

イ
ヌ
語
の
研
究
で
有
名
な
金
田
一

京
助
先
生
が
来
高
さ
れ
、
父
が
飛

騨
を
案
内
し
ま
し
た
。先
生
は「
土

田
君
、
言
語
は
時
間
と
共
に
変
遷

す
る
か
ら
、
今
の
う
ち
に
言
葉
を

留
め
て
お
か
な
い
と
消
え
て
し
ま

う
よ
」
と
言
わ
れ
、
以
来
三
十
年

間
飛
騨
の
方
言
を
収
集
し
ま
し

た
。

　

吉
城
高
校
在
職
中
の
五
十
二
歳

の
と
き
、『
飛
騨
の
こ
と
ば
』
と

い
う
辞
典
を
自
費
出
版
し
ま
し

た
。『
舟
を
編
む
』
と
い
う
辞
典

を
作
る
小
説
を
読
み
ま
し
た
が
、

こ
の
作
業
を
仕
事
の
合
間
に
父
が

一
人
で
や
っ
た
と
い
う
事
に
、
感

慨
深
い
も
の
を
感
じ
ま
す
。
辞
典

を
作
る
過
程
で
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
郷
土
史
学
、
考
古
学
、
古
文
書

等
を
独
学
で
研
究
し
て
、
五
十
五

歳
の
と
き
、『
飛
騨
の
史
話
と
伝

説
』
も
出
版
し
て
い
ま
す
。

　

六
十
歳
で
退
職
し
ま
し
た
が
、

在
職
年
数
は
四
十
五
年
に
及
び
、

県
下
で
は
か
つ
て
な
い
記
録
で
し

た
。
退
職
後
は
「
山
は
黙
っ
て
い

る
か
ら
い
い
」
と
、
昔
か
ら
育
成

管
理
し
て
き
た
山
林
の
仕
事
と
畑

仕
事
を
し
て
、
晴
耕
雨
読
の
余
生

を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

六
十
五
歳
の
と
き
に
学
芸
員
の
全

国
公
募
に
申
請
し
、
上
京
し
ま
し

た
。
千
葉
の
松
戸
の
寮
か
ら
東
京

の
上
野
の
博
物
館
へ
通
っ
て
学
芸

員
資
格
を
取
っ
た
よ
う
で
す
。

　

国
府
町
の
依
頼
で
『
国
府
町
の

文
化
財
』
の
執
筆
を
し
た
の
は

六
十
六
歳
、
そ
れ
か
ら
『
飛
騨

の
民
謡
』
を
自
費
出
版
し
ま
す
。

七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
宮
川
村
よ

り
村
誌
編
纂
を
依
頼
さ
れ
、
高
山

か
ら
宮
川
村
ま
で
毎
日
通
い
、
数

年
を
か
け
て
『
宮
川
村
誌　

上
・

下
・
資
料
編
』
全
三
巻
を
完
成
し

ま
し
た
。

　

七
十
五
歳
の
時
、
南
宮
大
社
宮

司
の
宇
都
宮
氏
が
お
見
え
に
な

り
、「
天
皇
陛
下
御
在
位
六
十
年

記
念
事
業
と
し
て
、
岐
阜
県
の
神

社
体
系
の
本
を
作
り
た
い
。
そ
れ

に
あ
た
り
、
飛
騨
の
神
社
四
百
四

社
の
分
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
お

っ
し
ゃ
ら
れ
、
快
諾
し
て
『
飛
騨

の
神
社
』
の
執
筆
を
始
め
、
出
来

上
が
っ
た
の
は
八
十
歳
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。

　

八
十
二
歳
で
『
古
文
書
の
読
み

方
』
を
出
版
し
て
か
ら
も
、
朝
か

ら
晩
ま
で
原
稿
を
書
い
て
い
ま
し

た
。
父
に
聞
く
と「
昔
出
し
た『
飛

騨
の
こ
と
ば
』
は
、
慌
て
て
出
し

す
ぎ
て
内
容
が
少
な
い
。
あ
れ
か

ら
資
料
を
充
分
集
め
た
の
で
、上
・

下
巻
の
『
飛
騨
の
こ
と
ば
』
を
出

す
つ
も
り
だ
」
と
張
り
切
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
四
年
の
冬
の

朝
、
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
前
日
“
た
行
”
の
原
稿
の
校

正
ま
で
終
え
て
い
ま
し
た
。
享
年

八
十
五
歳
。

（一社）高山市文化協会　平成29年度事業計画
月　日 事　業　名 内　容　・　場　所

毎月開催 理事会・評議員会
随時開催 三役会、各委員会
随　時 市長と語る会

〃 国内･国外他都市との文化団体の交流
通　年 近代文学館の研究・調査 研究・調査資料収集

〃 指定管理受託 文化会館、文化伝承館、国府文化ホール、
松本家住宅、宮地家住宅

〃 組織強化　　　　　　　　　 高山市文化協会・メセナメイト会員随時募集
〃 ホームページ 文化会館・自主事業・文化協会事業案内
〃 自然環境保護事業 自然保護事業の取り組みについて
〃 初心者入門講座の開設継続 受講者申込受付、文化会館での開講
〃 広報発行 月1回程度発行　事業案内・作品募集等
〃 新 市民文化会館建設推進運動 市民啓発・募金活動

随　時 高山市文化伝承館「道伝えの日」 4/22・23道伝え茶会・飾り物展 
9/30お月見歌会、11/25芭蕉忌句会 他

5月21日 劇団かかし座「影絵劇 長靴をはいたねこ」文化芸術鑑賞事業　久々野公民館
5月下旬 平成29年 定期総会 平成28年度決算総会

6月3日・4日 高山文化フォーラム2017 高山市民文化会館　　芸能・展示
6月18日 第17回市民歴史散歩 久々野堂之上遺跡

7月2日 藤原道山×SINSKE 
尺八とマリンバによる世界最小オーケストラ 文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター

7月17日 森山直太朗  
15thアニバーサリーツアー『絶対、大丈夫』 　　　 〃 　　　　  文化会館大ホール

8月11日 東西落語と英語落語（仮） 　　　 〃 　　　　  文化会館小ホール
8月17日 文学碑掃苔 文学散歩道整備・清掃
8月27日 劇団四季「アンデルセン」 文化芸術鑑賞事業　文化会館大ホール
9月12日 清水ミチココンサート（仮） 　　　 〃 　　　　  文化会館大ホール

9月30日・10月1日 第27回　近代文学館企画展 高山市図書館「煥章館」
10月6日～8日 日本板画院　東海支部　高山展 高山市民文化会館　4階大会議室

10月19日 ポールモーリア管弦楽団（仮） 文化芸術鑑賞事業　文化会館大ホール
11月19日 爆笑寄席　月亭八方、月亭方正、漫才 　　　 〃 　　　　  丹生川文化ホール
11月下旬 飛騨文芸№41 第41回飛騨文芸祭入賞作品集発行
12月19日 ウイーン＝ベルリン　ブラス・クインテット 文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター

平成30年
1月1日

新年市民互礼会
文化功労者顕彰
飛騨文芸祭入賞者表彰

高山グリーンホテル
第41回飛騨文芸祭入賞者表彰式

1月12日～14日 飾り物展　テーマ「戌」「語」 高山市民文化会館　3階講堂
3月10日・11日 第28回　近代文学館企画展 高山市図書館「煥章館」

3月17日 近代文学館講演会 　　　 　 〃 　　　　
3月下旬 平成30年 定期総会 平成30年度予算総会

未定 文化協会特別展 高山市民文化会館　3階講堂
〃 会員研修旅行 先進地・施設研修
〃 映画会 高山市民文化会館小ホール

ART&hum
an

ひ
だ
一
周
年
記

念
講
演
会

「
ス
ポ
ー
ツ
の
理
想
郷
を
求
め
て
」

篠
原
無
然
と
宮
沢
賢
治
に
学
ぶ

◇
日
時　

四
月
二
十
二
日
（
土
） 

　

午
後
二
時
か
ら

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階

◇
参
加
料　

五
〇
〇
円

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

永年功労者顕彰
永年に亘り、一般社団法人高
山市文化協会役員としてその
発展に尽くされた寺地勇雄氏
を、3月23日に開催した文化協
会・総会にて顕彰しました。

S62年末、生地温泉「たなかや」にて

「
世
代
を
超
え
て
繋
ぐ
三
味
線
の
輪
」

　

坪
内
流
は
昭
和
四
十
五
年
に

初
代
家
元
、
坪
内
喜
智
老
栄
が

　

飛
騨
考
古
学
会
は
、
昭
和

四
十
九
年
に
寺
地
茂
雄
氏
や
石

原
哲
弥
氏
ら
を
中
心
に
、
高
山

考
古
学
研
究
会
と
し
て
設
立
し

ま
し
た
。

　

当
時
の
飛
騨
で
は
、
遺
跡
保

護
や
歴
史
研
究
に
あ
ま
り
関
心

が
な
く
、
多
く
の
貴
重
な
遺
跡

や
古
墳
が
人
知
れ
ず
消
滅
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
本
会

の
先
輩
諸
氏
は
教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
、
調
査
や
研
究
活
動

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

下
呂
石
文
化
圏
の
提
唱
、
飛

騨
で
の
旧
石
器
文
化
の
存
在
、

創
設
し
た
民
謡

会
派
で
す
。
現

在
は
二
代
目
家

元
の
も
と
、
民

謡
三
味
線
、
津

軽
三
味
線
の
教

室
を
飛
騨
地
区

に
と
ど
ま
ら
ず

岐
阜
県
内
各
地

で
展
開
し
て
い

ま
す
。
昨
年
、

六
年
ぶ
り
に
高

山
市
で
開
催
し

た
「
坪
内
流
芸

能
大
会
」
も
、

お
陰
様
で
成
功

し
ま
し
た
。

第23回 坪内流芸能大会にて板取の神社で石器調査
　

一
方
、
我
々
に
限
ら
ず
伝
統

芸
能
界
全
体
の
課
題
で
あ
る
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
対

策
に
は
早
く
か
ら
取
り
組
み
、

小
中
学
校
の
三
味
線
教
室
は
古

い
と
こ
ろ
で
今
年
二
十
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
今
年
五
月

か
ら
は
高
山
民
謡
連
合
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
高
山

市
内
の
全
中
学
生
を
対
象
と
し

た
飛
騨
地
区
初
の
津
軽
三
味
線

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
発
足
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
三
味
線
文
化
の

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
様
に
こ
れ
か
ら
も
坪
内

流
は
年
長
者
か
ら
若
者
ま
で
途

切
れ
る
事
無
く
三
味
線
文
化
を

一
緒
に
楽
し
め
る
会
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

縄
文
時
代
の
研
究
そ
の
他
、
飛

騨
の
歴
史
の
科
学
的
な
解
明
に
、

ま
た
古
代
や
両
面
宿
儺
の
研
究

等
、
飛
騨
史
研
究
の
盛
り
上
が

り
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
研
究

者
を
中
心
に
考
古
学
に
関
心
の

あ
る
市
民
が
集
ま
っ
て
、
和
気

藹
々
と
調
査
や
学
習
を
続
け
て

い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
遺
跡
の

保
護
、
旧
石
器
や
縄
文
土
器
石

器
の
編
年
、
飛
騨
の
弥
生
時
代

や
古
墳
、
山
城
の
歴
史
時
代
の

研
究
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

本
会
で
は
年
に
二
回
、
機
関

誌
「
ど
っ
こ
い
し
」
を
全
国
に

向
け
発
行
し
て
い
ま
す
。
購
読

を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
考
古

学
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
文
化

協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※この他にもいくつかの事業を予定しています
※日程は変更する場合が有りますので、ご了承ください


